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Main　elements　at　the　center　of　xylem sf＆wp t＆vp vp t＆　vp
Starch　grain
　Simple　（ptm）
　Complex　（ptm）
up　to　30
up　to　35
up　to　17
up　to　20
up　to　20
up　to　38
up　to　15
直pto23
Abbreviations　in　the　Table：　cx，　cortex；　en，　endodermis；　ex，　exodermis；　p，　parenchyma；　sc，　sclerenchyma；　scx，
secondary　cortex；　t，　tracheid；　vp，　pitted　vessel；　sf，　substitute　fiber；　pcx，　primary　cortex．
Clematis　alsomitrヴfoliaに極あてよく似たものであった．李ら9〕によると，福建省産「威霊仙」の基源植物はClematis
chinensis，　C・・uncinata，　C．伽ε’伽。　LEvL．　et　VANT・，　C．　meyeniana　WA　LP．などであるとされている．この中で地
上部および地下部の形状がC．必。〃2酔〃b〃αに類似するものはC．・uncinataであるが，このものとは木部の中央部に
道管および仮道管が多いこと，師部繊維の出現度が低いこと，でんぶん粒がやや小型であることなどを総合的に判断
することで区別された．これらの点を考慮すると，今回入手し得た福建省産「威霊仙」はC．alsomitnloliaよりもさ
らに師部繊維の出現度が低いものであり，他の特徴はすべて一致することから，本品はC．alsomitrifoliaを基源とす
るものと判断し，繊維の出現率の相違は比較材料が沖縄県産であることを考えると，地方変異によるものと考えるの
が適切であろう．また，C．　finetiauaとC．　meyenianaはともに刃a〃zmula節，　Rectae丁丁，　Meyenianae列に分類
されるものでS），本系の植物の根は李ら9）が報告しているように一次皮層中に機械組織が発達するという特徴があ
り10），C．　uncinataやC．　a150〃iitrtholiaなどとは明確に区別されるもので，根の外形もやや蛇行し，しばしば分枝す
るなどの点で異っている．
　4．今回，台湾産「威霊仙」の1種として根が太いCtematis属植物基源のものが流通していることを確認したが，
このことは根が細くてヒゲ根状を呈するC．chitzensisの代用と考えるよりは，むしろ福建省ではかなり古い時代から
C．　alsomitrifoliaを始めとする根の太いClematis属植物が威霊仙として使用されていて，当地の人々が台湾へ移住
した際にその知識を継承したと考える方が適切であろう．
　謝　辞：比較植物の同定をされた神戸大学理学部の田村道夫博士，ならびに材料蒐集に御協力くだされた中国医薬
学院の甘油松教授に深謝する．
A　list　of　abbreviations：　cx，　cortex；　en，　endodermis　or　endodermal　cell；　ep，　epidermal　cell；　ex，
exodermal　cell；　f，　fiber；　fb，　fiber　bundle；　id，　ideoblast；　mr，　medullary　ray；　p，　parenchyma　ce11；　ph，
ph1㏄m；s，　sieb　tube；sf，　substitute　fiber；s重a，　starch　grain；t，　tracheid；叩，　pitted　vesse1；wf，　wood
血ber；叩，　wood　parenchyma　ce11；xy，　xylem．
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